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1.事業の全体像 

１．１ 事業の背景と目的 

FIT・FIP制度により、中小水力発電の新規開発が進んでいるものの、開発地点の奥地化や

小規模化などにより、新規地点の開拓が難しく、高コスト化している状況が見られる。この

ことから、河川流量や流況、水利権等のデータを収集、調査、分析等の上、データの一元化

を進めるサイトを作成し、新規候補地を探し出すことを支援していくことで、水力発電の更

なる新規開発の加速化を図る。 

 

１．２ 事業の内容 

河川流量や流況、水利権等のデータを収集、調査、分析等の上、データの一元化を行った

サイト（以下「河川流量等データ一元化サイト」）を作成する。 

なお、資源エネルギー庁のウェブサイト「なっとく！再生可能エネルギー」内に貼り付け

るバナーを作成し、河川流量等データ一元化サイトへ遷移する仕様とする。 

以下に事業の詳細を示す。 

 

（１） 河川流量データ等の情報収集・調査・分析作成 

 （２）にて示す河川流量等データ一元化サイトの作成内容を踏まえて、以下の作業を実施

する。 

・国、都道府県、発電事業者が保有する河川流量データ、流況データ（３５日流量、豊水

量、平水量、低水量、渇水量、最小流量）、観測所データ（位置等）、水利権許可状況に

関する情報、農業水利施設を活用した中小水力発電導入に係る調査の情報、保護区種別、

河川種別及び森林種別の収集。 

・収集したデータや情報について、閲覧者の利便性を考慮したデータの整理。 

・整理したデータや情報を基に、分析を行い、中小水力発電の新規開発に資する情報を河川

流量等データ一元化サイトへ掲載するための成果物の作成。 

 

（２）河川流量等データ一元化サイトの作成 

河川流量等データ一元化サイトを構築するにあたり、以下の作業を実施する。 

・測水所・ダムの区分ごとに、河川流量や流況グラフの閲覧、ダウンロードができる検索ペ

ージの作成。 

・河川の水利権情報の閲覧ができる検索ページの作成。 

・農業用水を活用した導入可能性調査地点情報の閲覧ができる検索ページの作成。 

・地図上より前項の情報ならびに保護区種別、河川種別、森林種別を検索できるページの作

成。 

・発電所設置予定地を選択することで、取水予定地点の流域面積・標高、発電所地点の標高

を基として、発電規模の概算を算出するページの作成。 

・Ｑ＆Ａ方式で発電所導入時のリスク評価を行うページの作成。 
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・地方整備局や河川事務所等の相談窓口情報を検索することができるページの作成。 

・FIT・FIPの認定情報を検索することができるページの作成。 

・中小水力発電における課題及びその課題に対する解決情報を一覧することができるページ

の作成。 

・翌年度以降、サイトの運営を引き継ぎできるように設計書等（概要設計書、詳細設計書、

画面遷移図、データベース設計書、ユーザーガイド）の作成。 

 

（３）河川流量等データ一元化サイトの運営 

河川流量等データ一元化サイト構築後、セキュリティに留意の上、河川流量等データ一元

化サイトの運営を行う。 
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2．調査事項 

１．２（２）で示した河川流量等データ一元化サイトを作成するに当たり、以下の項目に

ついて調査を実施した。各項目について調査概要、調査方法、調査期間、調査結果について

示す。 

 

２．１ ダム流量データ 

【調査概要】 

この調査では、ダム諸量データベース（国土交通省）を利用し、新エネルギー課提供のデ

ータと比較して、アップデート可能なデータを抽出した。 

 

【調査方法】 

① ダム諸量データベース (https:// mudam.nilim.go.jp/home/)を閲覧し、表示され

たダム諸量データベーストップ画面上【画面１】の検索項目（赤枠）に調査対象のダム

名を入力後、検索ボタンをクリックすると、ダム一覧【画面２】が表示され、入力され

たダム名が表示されている（赤枠）ので、ダム名をクリックすると、ダム基本データ

【画面 3】が表示された。 

 

【画面１ ダム諸量データベース】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 
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【画面２ ダム一覧】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 

 

 

【画面３ ダム基本データ】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 
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②表示されたダム基本データの提供データ「2．貯水位、流入量及び放流量に関する年 

表」に対応したブルダウンメニューより対象年度を選択してダウンロードボタン（赤枠）

をクリックすると、貯水位、流入量及び放流量に関する年表（流況）画面【画面４】が

表示された。 

 

【画面４ 流入量及び放流量に関する年表】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 

 

 

③ 表示された貯水位、流入量及び放流量に関する年表（流況）画面上にある期間とダ

ムマスタの年と比較し、データがない場合には追加データとして対象期間を選択（赤枠）、

データタイプの日データを選択（赤枠）し、データダウンロードボタン（赤枠）をクリ

ックすると該当期間のダム諸量データが CSV ファイルで抽出された。 

 

④ 抽出されたＣＳＶファイルより月単位の日データ流入、放流 2 行分をダムマスタに

期間分転記した（1 ダム分作業）。以降、ダムマスタの件数 714 件（追加ダム 18 件含

む）分に①〰③の作業を繰り返し行い、新エネルギー課から提供のあったデータと比較

してアップデート可能なデータを抽出した。 

 

 

【調査期間】 

・2024 年 1 月 9 日（火）～2024 年２月９日（金） 

 

【調査結果】 

21，240 件のアップデート可能なデータが抽出された。 

この 21，240 件のデータについては、３．成果物について（調査結果のまとめ）で紹介
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する流量・流況データベースのダム検索ページに新エネルギー課から提供のあったデータと

ともに掲載する予定だったが、事業が完了しなかったので、マスターデータの更新のみ行っ

た。 

 

２．２ 測水所・ダム 

（１）測水所 

【調査概要】 

この調査では、水文水質データベース（国土交通省）の水系単位の観測所一括検索を利用

した。測水所の抽出条件を流量に設定、検索した結果と、新エネルギー課から提供されたデ

ータとを比較をして、アップデート可能なデータを抽出した。 

 

【調査方法】 

① 水文水質データベース (http://www1.river.go.jp/)を閲覧し、表示された水文水質デ

ータベーストップ画面上【画面５】より水系単位の観測所一括検索（赤枠）をクリ

ックした。次に表示された水系単位の観測所一括検索条件入力画面が現れた。【画

面６】 

 

【画面５ 水文水質データベーストップ画面】 

 

出典：国土交通省 水文水質データベース 
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【画面６ 水系単位の観測所一括検索条件入力画面】 

 

出典：国土交通省 水文水質データベース 

 

② 表示された水系単位の観測所一括検索画面上の水系名（赤枠）」、観測項目（赤枠）

に調査対象の水系名と流量を設定し、観測所検索ボタンをクリックすると、水系単位

に観測所一覧に流量の河川名、測水所が表示された。【画面７】 

 

【画面７ 観測所一覧】 

 

出典：国土交通省 水文水質データベース 

 

③ 表示されている河川名、測水所名と観測所マスタを比較し測水所マスタに存在しなか

った測水所名にチェックを入れ（赤枠）、観測データ検索開始（赤枠）をクリックした。 

クリック後、水系一覧画面【画面８】が表示され、選択した測水所名（赤枠）が表示

された。 
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【画面８ 水系一括検索】 

  

出典：国土交通省 水文水質データベース 

 

④ 表示されている観測所名（赤枠）をクリックすると、水文水質観測所情報【画面９】

が表示されるので、観測所詳細諸元ボタン（赤枠）をクリックすると、観測所詳細緒

元情報【画面１０】が表示された。 

 

【画面９ 水分水質観測所情報】 

  

出典：国土交通省 水文水質データベース 
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【画面１０ 観測所詳細緒元情報】 

   

出典：国土交通省 水文水質データベース 

 

⑤ 収集した観測所情報と新エネルギー課から提供のあったデータを比較して、アップデ

ート可能なデータを抽出した。 

 

【調査期間】 

・2024 年１月９日（火）～2024 年 2月１４日（水） 

 

【調査結果】 

１１件のアップデート可能なデータが抽出された。 

この１１件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で紹介する

流量・流況データベースの測水所検索ページに新エネルギー課から提供のあったデータとと

もに掲載予定だったが、事業が完了しなかったので、マスターデータの更新のみ行った。 
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（2）ダム 

【調査概要】 

この調査では、ダム諸量データベース（国土交通省）を利用し、新エネルギー課提供のデ

ータと比較して、アップデート可能なデータを抽出した。 

 

【調査方法】 

① ダム諸量データベース (https:// mudam.nilim.go.jp/home/)を閲覧し、表示され

たダム諸量データベーストップ画面上【画面１1】の検索項目（赤枠）を空欄で検

索ボタンをクリックすると、ダム一覧【画面１２】が表示される。表示されたダ

ム一覧の上右端にある緒元一覧ダウンロードボタン（赤枠）をクリックすると最

新のダム情報が csv ファイル（ichiran.csv）でダウンロードした。【画像１３】 

 

【画面１１ ダム諸量データベース】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 
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【画面１２ ダム一覧】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 

 

 

【画像１３ 一覧内容】 

 

出典：国土交通省 ダム諸量データベース 

 

② ダウンロードしたデータと新エネルギー課から提供のあったデータを比較して、アッ

プデート可能なデータを抽出した。 

 

【調査期間】 

・2023 年 12 月 27 日（水）～ 2024年 1 月 25 日（木） 

 



  12  

 

【調査結果】 

18 件のアップデート可能なデータが抽出された。 

この 18 件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で紹介する

流量・流況データベースのダムリスト検索ページに新エネルギー課から提供のあったデータ

とともに掲載予定だったが、事業が完了しなかったので、マスターデータの更新のみ行った。 

 

 

２．３ 水利権 

【調査概要・方法】 

各都道府県等のホームページ及び発電事業者から公表されている水利権情報を調査した。 

 

【調査期間】 

・2024 年 2 月 5 日（月）～ 2024 年 2 月 9 日（金） 

 

【調査結果】 

 新エネルギー課から提供されたデータに新規追加すべきデータはなかった。 

 

 

２．４ 農業用水を活用した導入可能性調査地点 

【調査概要】 

この調査では、各都道府県の所管するホームページから、「農業用水を活用した導入可能

性調査地点」について調査し、新エネルギー課から提供されたデータと比較した。 

 

【調査方法】 

① 各都道府県のホームページにアクセスした。 

 

② ホームページ内を「小水力発電導入」、「農業用水の活用」、「再生可能エネルギー」等の

文言で検索した。【画面１４】 
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【画面１４ 小水力発電導入、農業用水の活用、再生可能エネルギー検索】 

出典：山形県ホームページ 

 

② 公表されているデータを確認した。【画面１５】 

 

【画面１５ 検索結果】 

 
出典：山形県ホームページ 

 

③ 農業用水活用情報から「農業用水を活用した導入可能性調査地点検索マスタ」（河川流量等

データ一元化サイト）を生成した。【画像１６】 
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【画像１６ 農業用水活用情報】 

出典：山形県ホームページ「小水力発電導入マスタープラン 別紙」 

 

④ 生成したデータと新エネルギー課から提供のあったデータを比較して、アップデート可

能なデータを抽出した。 

 

【調査期間】 

・2024 年１月 24日（水）～ 2024 年 2月 9 日（金） 

 

【調査結果】 

４１４件のアップデート可能なデータが抽出された。 

この４１４件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で紹介す

る流量・流況データベースの農業用水を活用した導入可能性調査地点検索ページに新エネル

ギー課から提供のあったデータとともに掲載予定だったが、事業が完了しなかったので、マ

スターデータの更新のみ行った。 

 

 

２．５ 地方整備局・河川事務所等相談窓口 

【調査概要】 

地方整備局や河川事務所など相談窓口連絡先情報を、各都道府県、水系別に調査した。 
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【調査方法】 

地方整備局や河川事務所など相談窓口連絡先情報は、「中小企業水力発電設置のための手

引き」（国土交通省）を参考に、各地方整備局などのホームページから情報収集をした。 

 

【調査期間】 

202３年９月１日（水）～ 2023年 10 月 30 日（金） 

 

【調査結果】 

３１５件のデータが抽出された。 

この３１５件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で紹介す

る流量・流況データベースの地方整備局・河川事務所等相談窓口に掲載予定だったが、事業

が完了しなかったので、マスターデータの作成のみ行った。 

 

 

２．６ FIT・FIP認定情報 

【調査概要・方法】 

 「事業計画認定情報 公表用ウェブサイト」で公表されている各都道府県の FIT・FIP 認

定情報から中小水力発電のデータを抽出して調査した。 

 

【調査期間】 

202３年９月１日（金）～ 202３年１０月３１日（火） 

 

【調査結果】 

１７，７２６件のデータが抽出された。 

この１７，７２６件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で

紹介する流量・流況データベースの FIT・FIP 認定情報に掲載予定だったが、事業が完了し

なかったので、マスターデータの作成のみ行った。 

 

 

２．７ 中小水力発電課題・解決情報 

【調査概要】 

中小水力発電の導入前後に発生した課題とその解決方法について調査し、まとめること

で、新規参入者が必要としている情報を提供することを目的とした。 

 

【調査方法】 

中小水力発電関係団体に調査に依頼をして、会員企業等に対してアンケート調査を実施

した。 

① アンケート用紙の構成 
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調査項目はフェーズ別に以下のとおり設定した。 

   調査に際し、課題がどの工程により発生し、それに対してどのような解決策があったの

かに対して重点を置き実施した。 

   ＜調査項目＞ 

    ・地点選定・計画策定段階 

     地形及び規制について課題と解決方法 

    ・開発段階 

     地域共生、安全対策及び開発コストについて課題と解決方法 

    ・その他運転開始前段階 

     運転開始前に生じた課題と解決方法 

    ・運転開始後段階 

     運転開始後に生じた課題と解決方法 

 

アンケートのフォーマットは（別紙参考資料：令和 5 年度流量・流況データベース新シ

ステム開発に関するアンケート）を参照のこと。 

 

② 調査対象 

以下の中小水力発電関係４団体の会員企業等を対象とした。 

・水力発電事業懇話会（会員数：１１） 

・公営電気事業経営者会議（会員数：２４） 

・全国小水力利用推進協議（会員数 公開団体：１０３、非公開団体：7） 

・大口自家発電施設者懇話会（会員数：４７） 

 

【調査期間】 

202３年１０月１６日（月）～ 202３年１２月８日（金） 

 

【調査結果】 

78 件のデータが抽出された。 

 この 78 件のデータについては、「３．成果物について（調査結果のまとめ）」で紹介す

る流量・流況データベースの中小水力発電課題・解決情報に掲載予定だったが、事業が完了

しなかったので、マスターデータの作成のみ行った。 
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３．成果物について（調査結果のまとめ） 

２．で調査した事項について、閲覧者の利便性を考慮した上でデータを整理し、各項目に

ついて Web ページを作成、公表する予定だったが、事業を完了することができなかった。 
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別紙参考資料：令和５年度流量・流況データベース新システム開発に関するアンケート 

 

令和５年度 システム強化に関するアンケート 

  

平素は、資源エネルギー事業に広大なご理解、ご協力を賜りましてまことにありがとうござい

ます。 

システム強化のためアンケートをいたしますのでご記入の上、返送ください。 

選択肢の中から、あてはまるものをクリックして選択してください。 

また自由に記載する欄は、記載してください。 

お手数をお掛けいたしますが、御協力をいただきたく何卒よろしくお願いいたします。 

 

Q1．FIT、PIT を導入していますか。 

１．FIT のみ導入済 ２．PIT のみ導入済 ３．FIT と PIT 両方導入済 ４.導入していない  

  ３のかたは、Q10 におすすみください、それ以外のかたは、Q２におすすみください。 

 

Q２．FIT や PIT を導入してみたいと思いますか 

１．思う   ２．思わない 

１のかたは、Q３へ  ２のかたは、Q11 へおすすみください。 

 

Q３．開発規模について教えてください。 

１．49ｋｗ以下 

３．100KW～500KW             

５．1000KW 以上  

２．50KW～100KW 

４．501KW ～1000KW 未満 

 

５のかたは Q10 におすすみください、それ以外のかたは Q４におすすみください。 

 

Q４. 地形についての懸念がありますか 

１．ある   ２．ない 

１と答えた方 → Q4-1 へ  ２のかたは Q５へおすすみください。 

 

Q4-1．「はい」を選択された具体的な内容をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q５. 地域との共生についての懸念がありますか 

１．ある   ２．ない 

１と答えた方 → Q５-1 へ  ２のかたは Q６へおすすみください。 

 

Q５-1．「はい」を選択された具体的な内容をお聞かせください。 



  19  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q６．安全対策についての懸念はありますか。 

 

１．はい   ２．いいえ 

１のかたは→ Q６-1 へ  ２のかたは Q７へおすすみください。 

 

Q６-1．「はい」を選択された具体的な内容をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q７．規制に関する懸念はありますか 

 

１．ある   ２．なし 

１のかたは→Q７-1 へ  ２のかたは Q８へおすすみください。 

 

Q７-1．「ある」を選択された具体的な内容をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

Q８．開発コストに関する懸念はありますか 

 

１．ある   ２．なし 

１のかたは→ Q６-1 へ  ２のかたは Q７へおすすみください。 

 

Q８-1．「ある」を選択された具体的な内容をお聞かせください。 

 

Q９．他に懸念事項があれば、具体的に記載してください。 
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Q11 へお進みください。 

Q10．FIT、PIT 導入済みのかたに質問です。（導入済みでないかたは Q11 へお進みください） 

FIT、PIT を挿入した時の課題とその解決方法をお聞かせください。 

 

課題： 

 

 

 

 

 

解決方法： 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q11.最後に貴団体及び企業のプロフィールを教えてください。 

 

１．団体   ２．一般企業  

 

 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


